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　 　 【 請 求 項 １ 】
　 円 盤 状 の タ ー ゲ ッ ト 、 タ ー ゲ ッ ト を 支 持 す る ロ ー タ 、 ロ ー タ を 支 持 す る 回 転 軸 、 回 転 軸
を 回 転 自 在 に 支 持 す る 軸 受 、 お よ び 軸 受 を 支 持 す る 固 定 部 を 有 す る 回 転 陽 極 と 、 電 子 流 を
放 出 し て タ ー ゲ ッ ト 上 に Ｘ 線 源 と な る 焦 点 を 形 成 す る 陰 極 と 、 回 転 陽 極 と 陰 極 と を 絶 縁 支
持 し 真 空 気 密 に 封 入 す る 外 囲 器 と を 具 備 す る 回 転 陽 極 Ｘ 線 管 を 、 防 Ｘ 線 ・ 防 電 撃 構 造 の Ｘ
線 管 容 器 内 に 絶 縁 支 持 し て 収 納 す る Ｘ 線 管 装 置 に お い て 、 前 記 ロ ー タ は 、 タ ー ゲ ッ ト を 支
持 タ ー ゲ ッ ト 支 持 部 と 、 該 タ ー ゲ ッ ト 支 持 部 に 一 端 に お い て 接 合 さ れ 、 他 端 に お い て
前 記 回 転 軸 に 支 持 さ れ 、 金 属 材 料 か ら 成
る 断 熱 部 と 、 該 断 熱 部 の タ ー ゲ ッ ト 支 持 部 と の 接 合 部 と ほ ぼ 同 じ 外 径 の 円 筒 形 状 を し て お
り 、 該 断 熱 部 に 接 続 さ れ 、 導 電 率 の 大 き い 金 属 材 料 か ら 成 る 円 筒 部 と か
ら 構 成 さ れ 、 前 記 タ ー ゲ ッ ト 支 持 部 は タ ー ゲ ッ ト を 支 持 す る 細 径 部 と 、 前 記 断 熱 部 に 接 合
さ れ る 大 径 部 と を 有 し 、 該 大 径 部 側 に 前 記 断 熱 部 の 大 部 分 を 収 容 す る 円 形 穴 を 備 え て お り
、 前 記 断 熱 部 は タ ー ゲ ッ ト 支 持 部 の 大 径 部 に 接 合 さ れ る フ ラ ン ジ 部 と 、 前 記 タ ー ゲ ッ ト 支
持 部 か ら の 伝 熱 を 減 少 さ せ る た め の 薄 肉 円 筒 部 と 、 該 薄 肉 円 筒 部 の 底 を 形 成 し 前 記 回 転 軸
と 結 合 さ れ る 平 面 部 と を 有 し 、 前 記 タ ー ゲ ッ ト 支 持 部 と 前 記 断 熱 部 の 接 合 部 で は 、 両 者 が
互 い に 噛 み 合 う 円 環 状 の 突 起 （ 以 下 、 円 環 歯 部 と い う ） を 一 方 が ２ 個 以 上 、 他 方 が １ 個 以
上 持 ち 、 一 方 の ２ 個 の 円 環 歯 部 の 間 に 他 方 の １ 個 の 円 環 歯 部 が 嵌 合 し た 状 態 で ろ う 付 け さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る Ｘ 線 管 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】
　 Ｘ 線 管 装 置 と Ｘ 線 検 出 器 と を 被 検 体 が 挿 入 さ れ る 開 口 部 を 挟 ん で 対 向 配 置 し て 搭 載 し た
走 査 ガ ン ト リ と 、 前 記 Ｘ 線 管 装 置 に 高 電 圧 負 荷 を 印 加 す る Ｘ 線 コ ン ト ロ ー ラ と 、 寝 載 し た
被 検 体 を 前 記 開 口 部 に 挿 入 す る 撮 影 テ ー ブ ル と 、 前 記 走 査 ガ ン ト リ 、 前 記 Ｘ 線 コ ン ト ロ ー
ラ 及 び 前 記 撮 影 テ ー ブ ル を 制 御 し 、 前 記 Ｘ 線 検 出 器 で 収 集 し た Ｘ 線 計 測 デ ー タ に 基 づ い て
被 検 体 の 断 層 画 像 を 再 構 成 す る 操 作 コ ン ソ ー ル と を 具 備 す る Ｘ 線 Ｃ Ｔ 装 置 に お い て 、 前 記
Ｘ 線 管 装 置 が 請 求 項 １ 記 載 の Ｘ 線 管 装 置 で あ る こ と を 特 徴 と す る Ｘ 線 Ｃ Ｔ 装 置 。
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